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松
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開
会
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あ
い
さ
つ
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喜
多
村
晴
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森
田
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光
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聡
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宮
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ク
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牧
盛
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間
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十
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聰
須顆
鰺勒
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鰺蠍

桜
　
　
川

自
然
居
士守 衣 女 宅

概
せ
流

舞
喜
多
流

松
阪
子
と
も
負ヒ
楽
4

=

（午
後
５
時
）

坪
丼

江
菅

徳

ロ
片
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神
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海
瑠

結
愛

由
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後
６
時
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舞

囃

子

生
肛
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せ
流
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梓
え
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空
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祈

青
木
真
由
人

太 大 小 笛

藪 鼓 餃

大河深前河吉左

江村野川村阪鴻

広和責光凛倫泰
祐貴彦範太平弘

朗

地

一謡

■

後  間 臣横 照 御
見  狂 下 川 日忠
言  ノ巫 所
小 女 ノ
聖  霊

青大 山宝小河青¶

木江 下生林村木
'

守尚努浩道
え哉 奇喜

葵

上

信

行

真
由
人

太 大 小 笛

黄 鼓 鼓

大河深浦 前河吉左
江村野口 川村阪鴻

広和貴保 光大
~泰

祐貴彦親 範 郎弘

演
出

。

地

謡

（午
後
８
時
終
了
予
定
）

農業屋コミュニティ文化センター

●公共交通機関の場合
[二重交通バス利用]近鉄・JR松販駅のJR改札口側バスターミナル2番のりばから「松阪中央病院行き」に乗り
「文化会館」下車すぐ。(所要時間/約 15分 )
[市街地循環バス「鈴の書バス」利用]近鉄・JR松阪駅から左回りで「クラギ文化ホー′月下車すぐ。(所要時間/約 15分
●お車でお越しの場合

,llillillil「 f7,‐ il阜
|||(91ilヨ

涯|レ【
|｀ただ

`ι

l爾ホЛ

'1ヤ

′`7-センターが見えてきます。その信号左折し

次の信号を若析すると会醐 えます。(111阪インターよりお15をliI要 ||1奇′約
17～

81分 |

※クラギ文化ホール、農業屋コミュニティ文化センターは同一致地内にあり、駐車場も実用です。

お問い合わせ ′松阪能楽連盟(上森)TEL 0598‐ 23‐ 1935
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坂
内
川

第 一 部 (松 阪 市 民 による能 楽 発 表 会 )
●

休

憩

曽
原
　
純
子

大
光
　
京
子

野

守

ア

空 枠
え え
祈 出

第二 部 (能 楽鑑賞会 )

一　
く

ハ
・

暮
（
　

上

―

あ

ら

す

じ

―

臥
せ
っ
て
い
る
葵

上
を
表
し
た

小
袖
が
舞
台

正

面
先
に
置
か
れ

る
と
、
朱
雀
院

の
臣

下
が
登
場
し
、

葵
上
に
取
り
憑

い
た
怨
重
の
工
体
を

知
る
た
め
、
照

日
の
巫
女
を
呼
び

出
す
。
照
日
の
巫
女
が
枠
の
う
の

弦
を
嗚
ら
し
て
呪
文
を
唱
え
る
と
、

う
の
音
を
採
し
て
六
条
御
息
所
ノ

生
重
が
現
れ
る
。
御
忠
所
ノ
重
は

自
身

の
落

塊

と
光

源
民
の
工
姜

美
上
へ
の
根
み
を
述
べ
、
小
袖
で
表

さ
れ
た
葵
上
を
打
書
し
、
光
源
民

へ
の
断
ち
が
た
い
思
い
を
噴
出
さ
せ
、

英
上
を
逹
れ
去
ろ
う
と
す
る
。

下
人
が
比
叡
山
に
遺
わ
さ
れ
横
川
の

小

聖

を
呼

び

出

だ
す

。
小

聖

が

祈
書

を
始

め
る
と
、
鬼

と
な
っ
た

押
息
所
が
現
れ
小
聖
と
争
う
が
、

や
が
て
小
聖

に
打
ち
負
か
さ
れ
、

御
忠
所
は
咸
仏
し
た
か
の
よ
う
に

み
え
て
去
っ
て
行
く
。

小
書
（特
殊
演
出
）
「梓
え
出
」
は

御
忠
所
の
登
場
が
、
よ
り
う
の
音
に

な
か
れ
て
出
て
来
る
演
出
。

「
空
え
祈
」
は
御
息
所

ノ
怨

霊

と

小
聖
が
争
う
中
、小
聖
が
御
息
所
の

雲
力
に
よ
り
曰
く
ら
ま
し
に
あ
い
、

い
っ
た
ん
御

忠

所

を
見
失
う

が
、

必
死
に
葵

上
を
守
り
、
ま
た
争
う

会場の

ご案内

●発熱などの症状ある方はご来場をお控えくださぃ。 ●入場時の混雑緩和のため、お時間に余裕をもってご来場ください。


